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研究のゴール １型糖尿病の根治

研究の特徴 近い将来、実現される１型糖尿病患者さんへのブタ膵島を用いたバイオ人工膵島

移植に向けて、ブタ膵島の機能を詳細に解析し、より効果的な移植につなげることを目指します。

研究概要

バイオ人工膵島移植に用いられるブタ膵島の特徴をより詳細

に（インスリン分泌に影響が出るとされている薬剤に対する反応

など）を調べます。また、実験ごとにブタから膵島を採取するの

は効率的でないため、ブタインスリン細胞株（ブタインスリン分

泌細胞に細胞の生死を調節する遺伝子を導入し、不死化させたも

の）を作成しいつでも実験できるようにしておきます。

注）偽膵島作成（右上図）：

ブタの膵島はヒト膵島に比べてバラバラになりやすいので、イ

ンスリン分泌能が低い原因である可能性があります。偽膵島（ブ

タ膵島をわざとバラバラにして、特別な培養皿に入れて塊にした

もの）を作成し、インスリン分泌実験を行い、ブタ膵島細胞のイ

ンスリン分泌の特徴を明らかにします。

これまでの研究結果・成果

私たちはこれまでに、マウスのインスリン分泌細胞株やマウス

の膵島を用いてインスリン分泌に重要な遺伝子を見出してきました。

そのノウハウを活かして、このプロジェクトを遂行したいと考えて

います。現在は新生児ブタから膵臓を摘出し、偽膵島の作成を行っ

ているところです。
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現在の状況

バイオ人工膵島に用いられる、ブタ膵島細胞のインスリン分泌メカニズムは、

大まかなところはヒトやマウスのものと同等です。しかし、詳細な点では、異

なる特徴がある可能性がありますが、その点の研究は十分ではありません。ま

た、実験用のブタインスリン細胞株はこれまでに作成されていません。近い将

来のバイオ人工膵島の移植に向けて、ブタ膵島細胞の特徴を、調べておくこと

が重要だと考えています。

この研究で患者の生活や他の研究にどのような波及効果があるか（期待されるか）

本研究は、バイオ人工膵島移植技術の開発や患者さんへの移植を目指した研究

をされている、国立国際医療研究センターの霜田雅之先生と連携して行っていま

す。

私たちの研究が進めば、ブタ膵島を移植に使用する際に、どの遺伝子を強くし

たり、弱くしたりすればいいのかといったヒントを得ることができます。

患者・家族、寄附者へのメッセージ

インスリンやインスリンポンプの進歩は目覚ましく、患者さんの日常生活の負

担を少なくできるようになってきています。しかし、糖尿病内科医として１型糖

尿病の根治を目指した研究に携わりたいという気持ちがありました。

今回のご支援のおかげでその第一歩を踏み出すことができました。
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異種移植用ブタ膵島の機能評価とその改善のための探索的研究
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